
様式 1 

平成２３年度豆類振興事業助成金（試験研究）の成果概要 

 

1 課題名  高性能、かつ低コストを実現する豆類用光学選別装置の開発 

2 研究実施者 

研究代表者  財団法人十勝圏振興機構 産業支援課 副主任（研究職） 田村知久 
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4 試験研究の成果概要 

（１）試験研究の目的 

近年、食品の安全性や衛生に関する消費者の意識が向上し、乾燥豆類などの食材においても異物

や不良品の混入が問題視されている。乾燥豆類中の異物や不良品除去のため、生産者や小売り事業

者は光学選別装置を導入し始めている。しかし、現時点で市販されている光学選別は色彩情報によ

る異物や不良品の選別を行う機種がほとんどであり、割れ豆や異種原料等形状的特徴量に基づく選

別には適していない。また、処理能力の大きな高額な機種が多く、大量生産される大豆や小豆等へ

の適用事例は多いが、近年の食の多様化に伴い比較的小規模な流通が活発化している雑豆類の選別

には適用が難しい。確度の高い異物や不良品の除去を実現するためには、形状（画像）認識による

選別と既存の色彩情報による選別の併用が必要である。また、流通量が比較的少ない雑豆類の選別

用途に光学選別装置を導入するためには、選別装置自体の低コスト化が必須となる。このため、選

別性能の向上と低コスト化を両立させるための要素技術開発を行い、多種多様な豆類の自動選別を

低コストで実現可能な光学選別装置を開発する。 

（２）実施計画、手法 

下記①～③に研究内容の全体を記す。これらのうち、平成２２年度においては要素技術開発に相

当する①～②項を実施した。③については平成２３年度から着手し、組み込みシステムの開発を完

了したところである。引き続き、光学選別装置の量産モデルの開発を実施中である。 

① 雑豆類に混入し得る異物や不良品についての調査の実施 

農業生産者により生産され流通している乾燥豆類を入手し、混入している異物や不良品を抽出

し、除去対象物の特徴等を明確化する。 

② 異物や不良品の特徴量の解析、形状（画像）認識アルゴリズムの開発 

市販されている画像処理アルゴリズム開発システムを使用し、異物や不良品を検出するために

最適な形状認識方法を検討する。 

③ 形状と色彩情報を併用する光学選別装置の開発・実用化 

最適と思われる形状認識処理を高速かつ低コストで実現するための組み込みシステム（電子制御

基板）を開発する。また、これを搭載して形状と色彩情報を併用する光学選別装置の量産モデルを

開発し、市場での評価を実施する。 

（３）今年度の実施状況 

③ 形状と色彩情報を併用する光学選別装置の開発・実用化 

組み込みシステム開発用機器の評価と選定を完了している。具体的には、カメラと小型 CPUボ



ード、および画像処理開発用 PCからなる開発システムを構築した（図 1参照）。既存の小型色彩

選別機を改造して、撮像角度を任意に調整可能な撮像環境も構築した（図 2参照）。本事業で開発

する試作機に採用予定のカメラ通信規格 Gig-E Vision プロトコルは PCなどで一般的に使用され

ているネットワーク通信規格（UDP/IP）上で動作するプロトコルで、AIA（Automated Imaging 

Association）が標準化を進めているものである。組込みシステムの構築のためには通信仕様詳細

の調査と確認が必要であるが、今年度これを完了している。また、小型 CPUボードに搭載する組

込みソフトウェア（フレームワーク）の開発を完了している。 
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図 1. 開発システムの構成 

 

（４）今後の課題及び対応 

平成 24 年度は、平成 23 年度

に開発した組込みシステムを搭

載し、形状と色彩情報を併用する

光学選別装置の試作を光学選別

装置メーカと共同で行う。その

後、しわ粒と皮切れ粒の選別機能

に関する性能評価等を実施する。

必要に応じて機能や性能の改善

を施し、製品化する。 
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図 2. 機能開発用に構築した撮像環境 
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